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１月の心配ごと相談日
■人　口　　男 　14,453人
■　　　　　女 　16,352人
■　　　　　計 　30,805人
■世帯数　　　　 10,821世帯
■出　生　　      　　19人
■死　亡　　　　　　 35人
■結　婚　　　　　 10組
■転　入　　　　　　 26人
■転　出　　　　　　 　40人
■火　災　　　   　　  ２件
■交通事故（うち死傷者）7件（10人）
■飲酒運転違反者　　　0人
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社会福祉協議会による心配ごと相談日の日程です。気軽にご利用ください。

■問合せ：仙北市社会福祉協議会　TEL（５２）１６２４／FAX（５５）１８１５

1月14日（木）13:00～16:00
1月28日（木）13:00～16:00
1月20日（水）13:00～16:00
1月13日（水）13:00～16:00
1月15日（金）10:00～12:00

※どの地域の会場でも相談に応じます。

角館地区（社会福祉協議会角館支所）

生保内地区(総合開発センター)
神代地区(神代出張所)
西木地区(紙風船館)

行政相談所の開設スキルアップセミナー

技能検定（建築大工２級）学科試験準備講習　　　２月  ２日・  ３日の２日間
２級建築士（施行）試験準備講習　　　　　　　 　２月  ４日・  ５日の２日間
２級建築士（計画）試験準備講習　　　　　　　　 ２月  ９日・１０日の２日間
ホームページ作成（ＨＴＭＬ＆ＣＳＳ編）　　　　　　　２月  ９日・１０日の２日間
２級建築士（構造）試験準備講習　　　　　　　　 ２月１８日・１９日の２日間
マクロプロブラミング講習（マシニングセンタ編）　　  ２月２３日・２４日の２日間
フリーソフトによるカード・チラシ・イラスト作成講習　　２月２４日・２５日の２日間
２級建築士（法規）試験準備講習　　　　　　　　 ２月２５日・２６日の２日間
■定員：各１０名　■時間：午前９時～午後５時
■受講資格：現在お勤めしている方　■受講料：無料（テキスト代は別途）
■会場・申込・問合せ：秋田県立大曲技術専門校
　TEL０１８７（６２）６３２１　FAX０１８７（６２）３６８０　大仙市大曲川原町２－３０

■記念展：２月６日（土）～２６日（金）　
■会場：県立図書館
■問合せ：秋田県県民文化政策課　　
　TEL０１８（８６０）１５３１

　相談無料、秘密厳守です。お気軽に
ご相談ください。
　１月13日(水)１３：００～１６：００
　　神代出張所
　１月20日(水)１３：００～１６：００
　　田沢湖総合開発センター
※行政相談所開設日以外でも、常時電
話で行政相談委員が相談に応じます
田沢湖地区 田沢湖生保内字水尻７
　難波輝子　TEL（４３）０７８２
角館地区 角館町七日町３４
　大楽　進　TEL（５３）２６９０
西木地区 西木町上桧木内字中泊９７
　小西範子　TEL（４９）２１５４
■問合せ：仙北市総務課　総務係
　TEL（４３）１１１１

　東北森林管理局は、国有林の管理・
経営に皆さんの声を役立てていくため、
モニターを募集しています。
■募集人員：４８人
■募集期間：１月４日（月）～３１日（日）
■任期：平成２2年４月～平成２3年３月
■内容：アンケートへの回答
　　　国有林モニター会議への出席
※応募資格、応募方法など詳しくは問
　い合わせください。
■問合せ：東北森林管理局 国有林モ
　ニター係
 TEL０１８（８３６）２２７４
 FAX０１８（８３６）２０３１
http://www.rinya.maff.go.jp/tohoku/

　１科目からでも学べます。入学試験
はありません。放送大学は、テレビ・ラジ
オで授業を行う正規の大学です。
　教養学部には、大学卒業を目指す
全科履修生、短期間の在学で自分の
好きな科目を学習する選科履修生・科
目履修生の３種類があります。高校を
卒業していない方にも学士（教養）取
得の道が開けています。
　大学院（修士選科生は１年間在学、
修士科目生は半年間在学）は、高度で
専門的な知識・技術の習得を目指す、
企業・自治体職員の研修に最適です。
■募集期間：２月２８日（日）まで
■資料請求・問合せ：
　放送大学秋田学習センター
　TEL０１８（８３１）１９９７
　http://www.u-air.ac.jp

～訂正とお詫び～
　広報１２月号６ページ、「人事行政
の運営等の状況について」の記事
中、１．職員の任免及び職員数に関す
る状況の（１）職員の採用・退職の状
況の中でＨ２１．４．１現在の人数に誤り
がありました。正しくは８７９人です。
　また、１８ページ、「高井有一名誉館
長より「北の河」原稿が寄贈される」
の記事中３行目、後藤昭生は後藤明
生です。訂正してお詫びいたします。


